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山
の
動
く
日
来
た
る
、

す
べ
て
眠
り
し
女
、

今
ぞ
目
覚
め
て
動
く
な
る

  
詩
　
　
意 

27

 
　
晶
子
が
長
い
間
待
ち
望
ん
で
い
た
多
く
の
女
性
た
ち
の
目
覚
め
を
火
山

に
た
と
え
て
い
る
。
今
ま
で
眠
っ
て
い
た
女
性
た
ち
が
今
よ
う
や
く
動
き

出
し
ま
し
た
。
き
っ
と
女
性
た
ち
は
自
立
し
動
き
始
め
る
で
し
ょ
う
。

掲
載
歌
集
　『
夏
よ
り
秋
へ
』
大
正
３
（
１
９
１
４
）
年
１
月

初
　
　
出
　「
青
鞜
」 

創
刊
号
　
明
治
44
（
１
９
１
１
）
年 

９
月

　
　
　
　
　「
そ
ぞ
ろ
ご
と
」
の
題
で
発
表 

（
晶
子
33
歳
） 
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与
謝
野
晶
子
の
詩
碑
が
御
池
台
校
区
連
合
自
治
会
に

よ
っ
て
、
地
域
会
館
の
敷
地
内
に
建
立
さ
れ
た
。
永
年
、

女
性
が
代
表
を
務
め
る
こ
の
地
域
・
御
池
台
を
象
徴
す

る
歌
が
選
ば
れ
た
。

　
こ
の
詩
碑
を
建
立
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、

堺
市
公
園
緑
地
部
が
開
発
し
た
さ
か
い
ブ
ラ
ン
ド
桜

「
与
謝
野
晶
子
」
を
地
域
会
館
の
敷
地
内
に
植
樹
し
た

こ
と
だ
っ
た
。
さ
ら
に
、「
御
池
台
を
文
化
の
馨
る
ま

ち
に
」
と
の
思
い
か
ら
、「
住
ま
い
の
ま
ち
な
み
賞
」

の
支
援
金
や
住
民
の
寄
附
に
よ
り
、
こ
の
桜
の
前
に
、

詩
碑
を
建
立
す
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
除
幕
式
で
は
、
大
阪
府
立
泉
陽
高
等
学
校
の
生
徒
に
、

「
晶
子
の
詩
歌
」
を
朗
読
し
て
も
ら
い
、
堺
市
立
御
池

台
小
学
校
の
児
童
が
書
い
た
詩
歌
を
掲
示
し
た
。

　
与
謝
野
晶
子
の
こ
の
詩
の
思
い
が
、
未
来
の
子
ど
も

た
ち
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
い
ま
す
。

※
詩
碑
の
後
ろ
に
植
え
ら
れ
て
い
る
さ
か
い
ブ
ラ
ン
ド

桜
「
与
謝
野
晶
子
」
は
、
早
咲
き
の
桜
で
、
ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ
よ
り
早
く
咲
く
。
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